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砂国際交流展と会報によせて

昨年のフランス ・中国との第一回大学版

画国際交流展は意義深いものであった。本

年は、オーストリア ・アメリカの各大学と

の交流展となる予定である。

フランスに送られた日本の学生諸君の作

品は、パリ国立美術学校の附属ギャラリー

で展示された後、パリ国立図書館に保存さ

れることになっている。中国は、北京を始

め全国の各美術大学を巡回中である。

1月19日美術家連盟で中国版画家代表団

の歓迎会があり、団員の一人である越宗藻

氏 (断江美術学院版画科主任)は、今回の

大学版画国際交流展について謝意を表して

いた。また 9月には、今までの学生の買上

げ作品が、静岡の常葉短大で展示きれて好

言平であった。

大学版画研究会自体は、九年目を迎えて

研究会自体の活動から、各大学での実質的

な活動と着実な業績に移りつつあるように

見える。美術大学に於ける版画指導の先生

方が、ーヶ所に集まって版画科の設置をと

叫んだ単一の目的から、各大学の実状に合

ったさまざまな位置づけや、形態を模索し

ながら充実した活動を続けている。それは

池に投げられた一個の波紋が、きまざまな

形で、広がって行くさまのようである。波紋

は広がりつつ淡くなって行くが、それは版

画が特種なものから 一般化されて行くこ

とのように思える。そのことが日本の美術

教育にとってどうであったかは、歴史が証

明するところである。
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会報も当然、同じ流れの中で運動色の強

いものから、各大学の現状報告となり、現

在はより充実した各個人の研究内容となり

つつある。今回は銅版画における研究を特

集する。これは編集の方々の御努力によ っ

て、各大学で充分に生かされる貴重な資料

になることだろう 。

版画のように材料や技術が、重要な要素

を持ちうる美術では、ある技法を自分だけ

のものとして成り立つ部分もありうるが、

それを共同の場に持ち出し議論することで、

より完全なものとなり、また発展を見るこ

ともできる。これが現代で言う学会の場で

ある。美術教育は、狭い教師個人の伝承で

あると共に、研究としての広がりがあって

より充実した発展を得ることができる。そ

の意味からも各作家、研究室での試作、実

験の特集は、大きな意味と発展を持ちうる

ものとして楽しみである。

次回10号会報は、初めて東京を離れて、

京都芸大を中心に関西に舞台が移る。会報

も大学版画展も東京中心ではなく、できれ

ば‘全国各都市を移動して行くことが願いで

あるが、まだまだ各大学とも版画の専任教

員の数が少〈、思うにまかせないのが実状

である。京都芸大も桂への校舎移転が終っ

たばかりでお疲れのところを引き受けてい

ただき、感謝する次第である。

できれば、これを機会に編集が自由に移

って行けば、異った角度で鮮度も増し、研

究会が会員全体のものとしての広がりも強

いものとなるだろうと期待するところである。
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メゾチント原版製作機

上の写真は僕のアトリエの一隅で、誠実に、愚

直に、ひたすらベルソーをゆすりつ、前進するメ

ゾチントの原版製作機 (チンタラ号と命名)であ

る。改良の余地はあるが強いての要請なので書く。

メゾチントの画集を依頼きれていた。だが面倒

なことの嫌いな僕にと って、あの漆黒の効果にひ

どく 惹かれるにもかかわらず、それは地獄の作業

の様に思えた。楽にできる工具がある筈である。

いろいろ考えていた。何号か前に梅沢さんがこの

会報にこの工具ロッキング棒について書いていた。

ナルホドねえ、ヨーロッパにも不精な奴がいたん

だねえ。そしてそれは僕の考えていたものと大体

同じ様だったので甚だ満足し試作する。①

① 

②木で作った。軽かった。だがこれがチンタラ

号の生れる契機となった。重りをつけたのである。
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③これは一層巧くゆくいとぐちとなった。重り

で彫りこみの深さは一定し、時計の振子の様に、

小指でふれるだけで正確に前進してゆく 。よーし、

それなら上部にゆする棒をつけてやろう 。僕は肩

がコル質なので、アト リエの一角に電気アンマ機

(椅子型)がおいである。これに連結すれば手で

ふれることなく前進し刻んでゆくであろう 。

深沢幸雄

③ 
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ところが電気アンマ機とか、掃除機のモーター

と云うのは長時間用にはできていない。終日動か

しているとコイルが臭気を発してくる。そこでこ

のアンマ機を分解し構造をしらべた。

モーターが大きな円輪をまわし、この円輪は減

速すると共に、円運動を直線運動に変えるクラ ン

クを廻している。ナルホド、これなら新しく作っ

た方がいい。

大体このゲンシュクなるべき芸術の、メゾチント

の原版をアンマ機が動かしていると云うのは、何

としても僕自体が怠ヶ者にみえすぎる。僕のアト

リエに来た人々は先づ、腹をかかえて笑うのである。

肩がコ ッた僕がゆったりと坐って肩をもみながら

眼をう っすらとあけていると、その肩をもんでい

るモミ具にしばりつけた棒がメゾチン卜のベルソ

ーを動かしているなんてのは、少しマン方、チック

に過ぎはしないか?原理とプランが出来上った。

早速近所に住む友人を呼ぶ。この友人、雑貨屋の主

人であるが天才的な手先をも って物を創り出す

名人である。彼は眼を光らせ、二週間かけて完成

した。(上図写真の機械)

大きな、超大型のベルソーを作ろう 。それをこ

のチンタラ号につけたら 8号や10号大の原版でも

数時間で撤密無比のものができ上るに違いない。

今度はベルソーに挑戦してみたい。

註、現在のロッキング棒は鉄製である。
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"メゾチント・チンタラ号"深沢氏改良f去のもの1

チンタラ号訪問記

日本にはロボットが8万台有ると言うが8万1

台目がこれですと言うチンタラ号は私達が想像し

ていたものよりはるかに大きく重いものでした。

さっそく作動してもらう。まず、テープを版の裏

面につけてベニヤ板に固定する。そしてロ ッカー

と後ろのロ yカーとの直線上の動きに合わせて銅

版をセッテイングする(機械の性質によってかな

らずしも直線上にない場合、レールを都合の良い

位置におき変えるか、銅版の角度を確認する。)

セッテイ ングが終わってスイ ッチをいれるとモ

ーターの音とともにクランクを通してベルソーが

不思議なくらい均一に、やや速く、ゆれ動いてい

く。目立の深さもそれ自身の重きでかなり深く、

密度も調度良い具合である。この密度の微調整は、

後ろのレールボックスで操作出来ると言うことで

す。レールボックスの側面に約 4-5mm厚の板を

置くと、後ろのロッカーはゆれながら両面に軽く

あたり、その反動でおどりながら前進する。この

おどりが目立の間隔を生み、自分の希望する密度

が得られるそうです。(図IIIを参考)
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図 I 全体(上からみた図)

次に深沢きんが、さらに改良するなら次の様に

したらよいと御紹介されたのを書きたいと思いま

す。モーターの回転べをルトを使ってもっと大き

な動輪に回転を移す。かりに、モーターが直径3

cmで1秒に20回転するなら、動輸の直径を30cmに

すると回転が売になって 1秒に 2回転になる。そ

うすると今のようにせせこましくなく、余裕のあ

3 会報 No.9ー
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る水平運動がロ ッカーに与えられるとのことです。

(図Wを参考)
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図II モーターとベルソーの運動 図III 後からみた図

最後に深沢さんは、機械で目立したものは手で

目立したものと比べてどこか違う 。均一に美しく

はなるが結果として冷たきが残る。あまりにもき

れいすぎる。手の動きには機械にはまねできない

何かがある、と人間の手の動きのすば、らしさを絶

賛なされた。これは、この機械自身が単に数字の

上で計算されてできたものでなく、絵かきが、現

場で長い時間をかけ、思考錯誤し、その経験の上

でつくられたものであるのと閉じ様に、何か私は

そこに人聞がものをつくるということと芸術家の

精神のあり方がある様な気がした。
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アクワチントボックス試作

多摩美術大学油画科版画教室では、これまで2

台のアクワチントボックスを製作した。これらは

フイゴを用い、外部から空気を送り松脂を舞い上

がらせるタイプであった。このタイプの欠点は、

外部から送られた空気がアクワチントボックスの

容量を越えると、逃げ場がなくなってボックス外

部に、松脂と共に吹き出してくることであった。

今回試作したアクワチントボックスは、外部から

空気を送ることを止め、密閉されたボックスの中

で風をおこし、その風力で松脂を舞い上がらせる

タイプである。空気の勢いではなくて、風力で松

脂を舞い上がらせるという点が、今回試作したア

クワチントボックスの基本設計であった。ボック

ス下部に扇風機を利用したファンを装備している。

ボックス底部に入れた松脂にファンをまわして

風をあて、松脂をボックス上部に舞い上がらせる。

松脂がボックス内に充満したら引き出しを出し

版を置き、引き出しを閉めて松脂が版の上に落ち

るのを待つ。ファンを廻して松脂を舞い上がらせ

るのに、約30秒、松脂が版の上に完全に落ちるま

で、約15分の時間を要す。これまでにない目の細

かい松脂が、ほぽ全面にむらなく版の上に落ちる

結果が得られた。松脂を版に定着させて腐蝕して

みると、荒自の松脂を二度腐蝕してできるような

アクアチントボックスの正面
下部中央の空綱の箱に扇風

機が備えつけてあります。
その右にあるのは風力調節
器とタイ 7 ー

久保卓治

調子が一度で得られた。真黒なアクワチントの調

子を作る為、一度腐蝕した版に再度松脂を定着さ

せて、腐蝕してみると、大変目の細かい耐久力の

ある版が製版できた。松脂が湿気を帯びると重く

なり、舞い上がり づらく なるので、使用後は松脂

を集めてプラスチック容器に入れ、冷蔵庫に保存

して松脂を乾燥させている。このアクワチントボ

ックス試作にあたり、次の点に注意した。ボック

スの内部を明るくする為、上面の蓋に大きなカラ

ス窓を作った。ボックスの中に入れた版が見える

ように、前面にも二ヶ所、ガラス窓を作った。ガ

ラス板の代りに透明アクリル板を使用することも

考えたが、アクリル板は静電気をおこし松脂を附

着させやすいので、あえてガラス板を使用した。

松脂が扇風機のモーターに附着すると故障の原因

となりやすいので、アクワチントボックス下部に

さらに箱を作り、その内部に扇風機を備え付け、

ファンだけがアクワチントボックスの内部に出る

ように設計した。またその箱は密閉しないで空胴

にし、空気の流通を良くしてモーターの冷却をは

かっている。このアクワチントボックスを利用し

て松脂を手撒きする場合を考え、上面の蓋を開閉

式にし、引き出しを三つ作った。手撒きの場合に

は上の引き出しを使用している。試作後改良した

会報 No.9- 4 
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図1の現物

写真1

SIK-DBK3、VOLTSI00V、HZ器、 AMP器、

R・p・M持錦、空気圧5.5kgのコンプレ ッサー(写

真3参照)に変更し、 180度回転出来る鋼管ノズ

ル(写真2参照)を付け45度の角度で粉末に空気

圧が当るようにしました。最後に費用の点で断念

しましたが空気タ ンクをひとまわり大きくし、 3

本ノズルにして受け口の3面に空気圧を当るよう

にすればより理想的なボックスとなるでしょう 。

それと参考までに銅版画家荒木哲夫氏より聞い

たパリ美校フリードランデル使用のアクアチント

ボックス(図2参照)を載せておきます。回転板

写真2

写真3

をまず回し、荒いマチエルが欲しい時には回転直

後に版を入れ、細かいマチエルが欲しい時には 1

-2分放置してから回転板の上に鋼板を乗せる方

法です。それとアメリカのオハイオ大学のアクア

チントボックス(写真4参照)を載せておきます。

コンプレッサーは軍の廃物利用の超特大て'180度空

気圧が出るノズルが付いています。鋼板を出し入

れするのは引出し式て"下は金網が張つであります。

なお、このアクアチントボックスを{乍るにあた

り、文房堂の香月大司氏にご協力をいただきまし

た。

制
面
市
山

由'昔

~\、

写真4 図1
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砂和紙研究シリーズ3

銅版画の紙

銅版画に使用されている紙は主に溜漉の厚手の

ものが多い。これは制作過程で厚手が色々な意味

で扱いやすいからであろう 。使う人の好みや工夫

があるから一概にどの紙が良いと限定できないが

溜漉紙を多く使うのは銅版画の起源がヨーロ ッパ

であり、伝わった製紙法が溜漉であったから伝統

的に溜漉紙を使うだけで、特別に溜漉紙が優れて

いるわけではない。江戸時代に日本貿易を独占し

たオランタ自合によって和紙はヨーロ ッノ吋こも渡り、

レンプラントは版画に好んで和紙を用いている。

良質の紙料を用いた厚手の紙であれば、溜j鹿、流

j鹿にかかわらず十分使用できる。

ここでは銅版画用紙としても っとも使用されて

いる溜漉の工程を述べてみよう 。現在の溜j鹿の製

法は後漢の祭倫が105年に旧来の製法を改良した製

紙法と基本的にほとんど変化がない。1900年に近

い歳月を経た今日も同じように作られている。

溜i鹿の原料は、靭皮繊維、綿繊維、木材ノマ/レプ

などを紙料として使う 。質の高い紙ほど木材パル

プをさけ、靭皮繊維、綿繊維などを使う 。この理

由は木材ノマ/レプの使用比率が多くなるにしたがっ

て耐周年数が低下し、変色が激しくなるなどいく

つかの間題が残っているからだ。この木材ノマルプ

は多くは亜硫酸ノfルプ (サルファイト パルプ、SP)

が使用され短期間に酸化するのであまり良い紙料

とはいえない。これらの紙料はこのままでは紙に

ならない。これに水分を与え、たたいて目的とす

る紙を漉くのに適した性質をつくる。現在は叩解

機(beter)を使い機械カで作業する。叩解機には

数種類あるが多くはドラム型が使用されている。

叩解によって繊維が受ける変化は多様で鳥、機械に

かける時間、またかみ合7歯の調整によ って、縦

に細〈裂かれたり、短〈切断されたり、抑しつぶ

され膨潤コロイド化したりする変化が起る。どの

変化が主になるかで紙料の性質が決る。このよう

な変化が限られた材料から性質のまるで違った紙

がうまれる。銅版画用紙は短〈切断される遊離状

叩解が適している。綿繊維は遊離状叩解されやす

小山松隆

い性質をもっているから古くから、銅版画用紙に

かぎらず、水彩紙、他の版画用紙などに最も多〈

使用されている。遊離状に解された繊維は、一般

に、水切れが良くかさばった柔かな紙ができる。

ここでサイジングが同時にされる。サイズはロジ

ン(松脂)を使うが最近はロジンを化学処理した

合成サイズも使用されている。 叩解された繊維を

漉舟に紙の厚さに準じていれ、撹件し水中に浮瀞

させる。この時、流漉はネリを入れるが溜漉は使

用しないのが特色である。溜j鹿に使用される桁は

上桁、下桁からなり、下桁には三角形の断面を持

つ桟の上に粗い自の金網がはってありその上に細

目の金網がはってある。透かしを入れる場合はこ

の細目に型紙をはる。漆で塗装された上桁は下桁

の上に重ね、紙料を溜める役目をする。j鹿舟の紙

料を桁にすくいこむが、紙料の濃度と桁の汲みこ

みの深浅によ って紙の厚さを一定にする。つまり

始めは浅く紙料の濃度が薄くなるにしたがってよ

り深〈汲みこむ。j及みこんだ紙料を水平に保ちな

がら静かに前後左右に小さくゆり動かし、静止さ

せ、水が落ちるのを待つ。適度に水が落ちたのち

立貨をし水をさらに落す。上桁をはずし、下桁を

紙床の上に伏せて紙をうっす。一枚漉くたびに必

ず手布を湿紙の上にのせる。これは溜漉の特長で、

流漉のようにそのまま重ねると紙が剥がれにくく

なるからである。一日の漉す作業が終ると湿紙は

一晩そのまま置かれ、翌朝圧搾機にかけ水分をと

る。圧搾の終った紙は毛布と紙を別々に剥がし積

み重ね、合紙にはさみさらに圧搾し、乾燥する。乾

燥は木製の張枠を用いて、紙の周辺に糊をつけ張

枠の両面に張りつけ太鼓張りにする。天日乾燥を

し、張枠から剥がして一枚毎にきずや慶の入った

部分を修整する。以上が溜漉紙製法の概要である。

私は紙をつくる工人に接して、一番心に残るこ

とは、滅びゆく手漉紙を心をこめて造りだす誠実

な人々が数多く存在することである。彼等の努力

に酬いるには、紙を使う人々が紙を造る人々の心

を知ることではないかと思う。
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京 都 (京都市立芸術大学調べ) TEL 03-702-2118 
A足立顔料庖 京都市下京区河原町松原大和 A美術出版社サービス 新宿区市谷本村町16ー13

TEL 075-561-3262 大路東入 センター TEL03-260-2388 
A画室長堂 京都市下京区河原町通五条上ル ABC文房堂 千代田区神田神保町1-21

TEL 075-341-3288 TEL 03-291-3441 

A大地堂西庖 京都市上京区河原町今出川東南角 A?Jレマン 中野区中央2-36-12
TEL 075-222-0808 TEL 03-371-1303 

A森田和紙 京都市下京区東洞院仏光寺上ル Aモリエール 八王子市償山町8-5
TEL 075-341-0121 TEL 0426-46-4144 

B角井商庖 京都市東山区東山三条上jレ東側 A山田商会 (和紙庖) 中央区八重洲 2-6 -10 
TEL 075-771-2551 TEL 03-281-1667 

CE有国薬局 京都市中京区河原町三条西入ル B北村金属 台東区元浅草2-10-9 
TEL 075-221-4921 TEL 03-843-5941-3 

C上野化学工業 京都市右京区四条春日西 Bコモキン 港区南青山3ー18ー17
TEL 075-312-3426 TEL 04-405-6765 

C岡田インク 京都市中京区御幸町六角下ノレ商慣1) AB萩原市蔵商庖 千代田区神田紺屋町43
TEL 075-221ー1957 TEL 03-256-3591 

CE小山薬局 京都市東山区今熊野 BC秀信金属産業 町田市金森1092
TEL 075-561-2468 TEL 0427-96-4888 

大 阪 (京郷市立芸術大学・高知大学調べ) B 渡辺商庖 北区滝野川 6-45-9
Aカワチ 大阪市南区心斉僑筋1丁目43 TEL 03-916-3611附

TEL 06-252-5800 CEオギノ薬品l古 小平市鷹の台

A新日本造形大阪支社大阪市東区森之宮中央1-6-20 TEL 0423-44-6519 
TEL 06-943-1141 ACr;:菊田刷商(正会 文京区本駒込3-8-2

A土井画材センター 天王寺区上汐町5ー18-2 料 ) TEL 03-821ー7131
TEL 06-772-2823-7 C金太郎屋 H毛刷!苫材 台東区北上野2ー12ー12

B大河内金属 大阪市大淀区長柄中2丁目 3 TEL 03-844-3732 
TEL 06-353-3357 C清水刃物庖 台東区台東1-10-5 

BCクラタ商庖 大阪市鶴見区茨回諸口町1118 TEL 03-831-1929 
TEL 06-911-6561 C高野竹次郎商庖 千代田区神田神保町2-38

C菊田商庖大阪庖 大阪市東区森の宮中央1-22ー13 学(イ(ンキ製造)) TEL032616379・8023
TEL 06-941-3312-3 C第一化 理化器機 文京区本駒込5-28-5 

C冨士薬品工業 吹回市豊津町22-1 TEL 03-823-7261 
TEL 06-384-1351 C東洋インキ製造 中央区京橋2-3 -13 

高 知 (高知大学識べ) TEL 03-272-5711附
A松浦屋商庖 高知市帯屋町2-2 -19 Cとぎや刃物庖 千代田区神田神保町1-1

TEL 0888-72-2584 TEL 03一291-0334
Dパスヤ金物底 高知市曙町1-5 CE仁生堂薬局 練馬区旭丘1-56

TEL 0888-44-1406 TEL 03-950-2511 
~I 岡本 (九州産業大学調べ) C西村フェノレト K.K 千代国区神田須田町1-28
A山文房堂 福岡市中央区大名 2-4-32 TEL 03-252-8294 

TEL 092ー751-4342 C 林フェルト 台東区奔2-1ー14
BD三宅商J苫 福岡市東区箱崎1丁目29-20 TEL 03-842-5561 

TEL 092-651-8117 C吉田商会 千代田区神田神保町3ー7
C九州片山化学 福岡市東区多の津1丁目 1 TEL 03-263-3556 

TEL 092-621-3011 C油機薬局 (原料) 中央区日本僑本町4-3
C西岡弘英社 福岡市中央区大名 1丁目12 TEL 03-243-0861-5 

TEL 092-741-4338 D足立金物庖 練馬区旭丘1ー74
。毛利塗料庖 福岡市博多区上呉服町12-22 TEL 03-953-0022 

TEL 092-291-1267 D新井商庖(工具) 千代田区神田小川町1-4
E大平石油本社 福岡市博多区博多駅東一丁目 1-33 TEL 03-2518451 
東営業所 TEL 092-661-0114 (東営業所) D金子金物底 小平市小川町1丁目

東京 (女子美大 ・創形学園・ 玉川大・多摩美大・東京芸大・ TEL 0423-41-0079 
日大・文化学院・武蔵美大調べ) D東海塗料庖 小平市{中町632

A上松絵具庖 渋谷区渋谷2-20-8 TEL 0423-45-1711 
TEL 03-400-5556 D平野屋金物庖 町田市原町田5ー7-21

A画翠本庖 千代田区神田駿河台 2-6 TEL 0427-22-2057 
TEL 03-291-9120 E遠藤度量衡 八王子市八幡町8-2 

A画翠芸大庖 台東区上野公園芸大内 TEL 0426-25-2476 
TEL 03-821-7056 EB兼松商庖 墨田区立花1-6-8

A函荘ヴィーナス 新宿区西新宿1ー15-13 TEL 03-612ー7747
TEL 03-346-2428 (肝ピル2F) その他

ABC新 日本造形 中野区新井1-42-8 中{家製版所(メ ッキ) 中央区銀座1-21-5 
TEL 03-389-1221 TEL 03-561-2709・6670

A世界堂 新宿区新宿3-1-29 i中茂八(製紙業MO紙) 福井県今立町大滝25-2
TEL 03-356ー1515(343-6551) TEL 07784-2-0576 

A竹尾洋紙庖 千代田区神田錦町3-18 尾崎製紙(尾崎金俊) 高知県吾川郡伊野町加国63
TEL 03-292-3611 TEL 08889-2-0092 

A土井画材センター 豊島区東池袋2-59-6 (文賞馬場章)

東京営尽業所 TEL 03-983-7291 
A土井福応堂東 底 小平市小川町1ー736(武蔵野美大内)

TEL 0423-41-5011 
Aぴけん 世田谷区尾山台 3-33-5

TEL 03ー702-2118
ABCぴけん 世田谷区等唱力 3-32-9 
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全国美術大学版画展を終えて

去る 9月10日-27日まで開催された常葉美術館

での「全国美術大学版画展」は、美術学生の意欲

的な高レベルの版画作品82点を公開展示し、少く

とも当短大の学生、あるいは一般にもじかに接見

勉学の機会を得たことは幸運であった。

当短大では版画授業を行う上で今回の展示は賞

重な資料提供であったし、学生に大きな刺激を与

えたことを確信している。更に一般公開によ って

版画に対する狭い既成のイメージから幅広い版種

と版画の可能性、追求があることの理解と認識を

得られた内容であったことを御報告申 し上げたい

と思います。

一方、今回の企画展を行った際に、大学版画研

究会の存在、及び活動の内容と状況、日本版画研

究会の役割、大学版画展開催についても多くの理

解が得られたことは収穫であった。

今回の展覧の準備段階で随分手間どる件も多々

あったが成功のうちに終了したと恩われる。ただ

高度な作品の数々であるだけに、今後更に教育環

境の現場で展示可能な場を出来る限り確保し公開

してみる必要を痛切に感じます。その際に額縁の

有無だけが問題となって来るだろうと思われます。

当企画展期間中に、学内外を含め2500名近くの

入場者を教えたが、後援をお願いした大学版画研

究会、日本版画保存会に改めてお札を申し上げる

次第です。

〈経過報告〉

1980 7 当短期大学美術 ・デザイン研究室主催

で「全国美術大学版画展」として企画

提案。

8 伊東正悟氏を通して、吹田文明会長へ

企画展開催の打診を行い承諾を得る。

11 版画展開催について常葉美術館運営委

金圃艶術大学
鷹田鹿

員会の正式な承認を得る。

坂田和之

1981 2 大学版画研究会の事務局へ企画展の開

催について連絡。その際日本版画保存

会から作品借用の規約等の有無を確認

するが返答なし。

5 日本版画保存会 (代表 ・吉沢氏)へ直

接企画展内答と常葉美術館活動状況を

知らせる。無料で貸出しが可能と額縁

は無いとの返事。

6 日本版画保存会へ作品借用に出向く 。

①今回初めての貸出しの為、規約等は

一切無。

②借用作品は比較的整理がついていた

第1・3・5回展の89点全てを借用。

③借用期間は6/13-10/10までとする。

借用書提出。

④額縁は全て短大で準備。

7 借用作品全ての寸法、氏名、画題、大

学名のリスト作成開始。

①保存良好だが、各作品の台紙とカパ

ーを全てやり直す。

②買上げ以外の作品か喪主点入っていた。

③出品作品を82点とし、額縁、マット

を注文。

④ポスター、カタ ログ、招待状、入館

券の印刷。(ポスターに若月公平氏の

銅版画を使用し本人のご了解を得ま

した。)

8 印刷物の配布を行い、作品の額装を終

了し展示する。

9 9/10-27まで開催。報道関係ーテレビ2

局が放映。新聞、雑誌関係すべて取材。

10 10月3日目、日本版画保存会へ作品の

返却をする。

会報 No.9- 12 



砂版画スクランプル

銅.!Ii鉛版による写真製版

版面に感光液を塗布しそれにイメージを焼きつ

けて版を作成するのが写真製版です。

一ーまずPS版 (亜鉛版)と言われるものにつ

いて。この版は版面にすでに感光液が塗布されて

市販されています。解像力はかなりすぐれていて、

イメージの焼付けまでは簡単にできます。露光は

高圧水銀燈やカーボンアーク燈、タイプBL鐙光

灯、275ワットのRSサンランプなど人工光源の他、

太陽による自然光でも可能です。但し自然光の場

合、経験により感光膜の色彩の変化(青色から黄

緑に変わる)を知っておくと便利でしょう 。現像

はパット現像で苛性ソーダの0.8%溶液(水1Qに

対し苛性ソーダ8g)を使用し、 1分ぐらいでイ

メージがでできます。この時の液j且が37'C-40'C 

でないとうまくイメージが出てきませんので注意

して下さい。イメージが出たら版を水洗し乾燥す

ると焼付けは終りです。これを腐蝕液に入れて腐

蝕するわけですが、たとえばアクアチントをかけ

ての腐蝕の場合、 1回のアクアチントでイメージ

を作らなければなりません。なぜならば亡の感光

被膜の耐酸性は優れていますが、耐溶剤性に不便

な点があります。それはアルコールに弱い為、ア

クアチントのかけなおしができないのです。それ

から市販されている版のサイズが決っている為、

そのサイズより小さい版を 1つ作ろうとした場合

ロ・スが大きいことです。焼付けが終るまでは、被

膜の硬度はエンピツ硬度で6Hという軟かきなの

で、とても定規を当てて切るわけにはいきません。

これらのことを考慮すれば感光液の塗布という面

倒もありませんし、焼付けの簡便さという点等、

利点の多い方法です。なお露光前の版の保存は常

温で冷暗所に保存し、 1年間は感度にあまり問題

はありません。次に自分で版面上に塗布する感光

液の使用法について。

市販されている製品名「〆ンクロン」という感

光液があります。これは水溶性樹脂(ノンクロン)

と感光剤(センシタイザ-)，を混合して感光液に

します。混合比は前者10に苅し後者1の割合で、

使用量だけ混合するといいでしょう 。さてこの感

光液を研磨された銅版上に塗布するわけですが、

この感光液はドロドロしていて一定の厚きに被膜

を作る事がむずかしい。そのため企業ではホエラ

ーといって、ちょうどレコードのターンテーブル

のような回転板の上に版をのせ、円心力でもって

感光液を均一に塗布するという方法で行なってい
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ます。専門の工房ならともかく銅版画を作ってい

る個人には、このような設備をすることは大変で、

す。そこで木工に使うハンドドリルに、 ドリルの

刃のかわりに吸盤をつけ、その吸盤に版をつけま

す。その版の上に感光液をのせ、一応版面全部に

液がいきわたるように、版をかたむけて液を号|い

てからドリルを回します。この時あまり早〈回す

と、版が吸盤からはずれてトラブルの原因になり

ます。一定の回転速度と共に、何回転させたかと

いうことを認識していれば、常にある一定の厚さ

に感光液が引かれるということになります。常に

ある一定の厚さで感光液が引かれていれば、露光

時間も一定に決めることができるわけです。露光

は前出のPS版の時の露光と同様です。但し感度

が少々違いますのでテストをして、各個人で適性

露光を見つけなければなりません。露光が終ると

現像ですが、これは水現像なので、水道の蛇口に

シャワーをつけてのシャワー現像が良さそうです。

現像終了後、硬膜液に30秒ほど浸してから水洗し

ます。この時硬膜液の液j旦は高い方が良いのです

が50'C以下で使用しなければなりません。次にパ

ーニングと 言って版を焼く作業が残っています。

モチ焼きアミ等に版をのせ、直接弱火で焼きます。

この時色の変化に気をつけなければなりません。

樹脂膜がコーヒーブラウン色になった時に焼き上

りです。焼きすぎて黒くなってしまうと被膜がも

ろくなりますので、注意しなければなりません。

これで、イメージは焼きつきました。次の工程は

腐蝕ですので、各々の方法で腐蝕すれば、良いわけ

です。樹脂膜を取りのぞきたい場合、 10%程度の

苛性ソーダ溶液を、ホウロウのパットに入れその

中に版を浸します。そのパットをガス台にでも掛

けて、グラ ッとさせれば被膜は自然に浮き上りと

れてしまいます。以上写真製版について少々書き

ましたが、まだ別の感光液もあり、それらはまだ

少しづっ違った工程が入ってきたりします。注意

するのは手順を考えて、工程の途中で休んだりせ

ず、順序よく行なえばそれほどむずかしいことで

もなく、トラブルも少なくてすみます。なおノン

クロンの耐溶剤性ですが、あまり問題はないよう

です。アルコールは全然作用しませんので、アク

アチントのかけなおしは自由にできます。耐酸性

には、パーニングがきちんとできていれば問題あ

りません。





砂経過報告

-昭和56年 8月3目。丸の内画廊にて大学国際交

流展のオープニング。その後大阪フォルム画廊に

席を移し、総会の後大学版画展のオープニングが

聞かれた。

・昭和56年度総会。

O大学版画展顧問、有I也氏から 7月4自由、学生

代表者会議の報告。搬入係(東京造形大)、搬出係

(文化学院)、展示係(多摩美大)、目録係(東京芸

大)、オープニング係(学芸大・女子美大)、懇親会

係(和光大)、スライド・スナ ップ写真 ・写真集制

作(日大)、案内状 ・ポスター制作(武蔵野美大)、

看板 ・カード制作(創形美術)。

0版画保存会より40万円の寄付。

040名買上げ、交流展用に2点寄贈、足りない分

を上位20名より一点ずつ寄贈。出品校34校計126点

。次回交流展にフィラテソレフィア=タイラ一大学

とウィーン美術学校の話しがあった。

0展覧会の反省として、来年はNHK.国際交流

基金じパックアップを依頼。交流展の専問事務局

を作り研究会の事務局と切り離す。

O芸大の事務局が2年たったので次の事務局を造

形大に決定。

・11月2固定例連絡会機、 東京芸大にて。

o大学版画展の写真集を日大製作、かかった経費

は1冊5300円で22冊製作し、 1冊を事務局が保管。

0交流展終了後の外国の作品は、事務局がケース

を作り保管する。

0大学版画展の買上げ賞審査のやり方をもっとス

ムースにするために委員を作る。

0会計報告、鎌谷氏より おこなわれその後、鎌谷

氏より若生秀二氏に会計係が号|き継がれる。

O新事務局は東京造形大、・事務局長に馬場祷男氏

書記に伊東正悟氏が決まる。

(文責梅津祐司)

砂大学版画研究会会則

第 1:車総 則

第 1条 本会は大学版画研究会と称する。
第 2条 本会は会員相互の協カにより大学に於ける版画

教育の進歩発展をはかることを目的とする。

第 3条 本会の事務所は大学の版画研究室におく。

第2章事 業

第4条 本会は第2条の目的を達成するために下記の事

業を行なう。

1.機関誌、出版その他、研究調査に関する事業

2.研究協議会の開催。
3.研究のための専門委員会または部会を設け
ることがある。

4.その他本会の目的を達成するために必要な

事業。

第3章会 員

第 5条 本会は会員を以って組織する。

第6条 会貝は大学に於て版画教育にたづきわる者で入
会の手続きを完了した者とする。

第7条 会員は別に定められた会費を納入しなければな

らない。

第4章 組織及び運営

第 8条 本会の事業を運営するために次の役員をおく。

1.会長 1 名

2.事務局長 1 名
3.運営委員 若干名

第 9条 会長は本会を代表する。

第10粂 事務局長は庶務、会計、事務を総括する。

第11条 運営委員は事業、運営の企画を執行に当る。

第12条 本会に名誉会員、相談役、顧問、賛助会員をお
くことができる。

第四条 役員は総会において選出する、任期は 2年とし

再任を妨げない。

第14条 本会の会議は総会、運営委員会、専門委員会と
する。

1'.総会は年 1回開き、本会の事業および運営

に関する重要事項を審議決定する。会長は

必要に応じて臨時総会を召集することがで

きる。

2.専門委員会は内容に即して会長が召集し案
イ牛の作製、審議に当る。

3.運営委員会は会長が召集し、本会運営の企
函に当る。

第5章会 計

第15条 本会の経費は会費及ぴ賛助会費をもってこれに

あてる。

附 貝U

1.第7条による会員の会費は年額2，000円と
する。

2.運営のために必要な細則は別に定める。
3.この会則は昭和49年11月3日よりこれを施

行する。
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惨名誉会員名簿

伊藤 廉 大阪府豊中市新千里東町2-4 ;1ゾン千里 D7-901 
〒565

小野忠重 東京都杉並区阿佐ヶ谷北2-25-16
〒166

女屋勘左衛門 東京都目梨区本町 1-10-3
〒152

小磯良平 兵庫県神戸市東灘区住吉町丸山御影グランドハイツ3-411
〒658

末松正樹 東京都世間谷区奥沢2-17-22
〒158

田中忠雄 東京都東久留米市学園町1-14-34
〒180・03

平塚遺ー 7203 ConnectiqJt Avenue chevy chase MD 
7203 20015 USA 

福沢一郎 東京都世田谷区砧8-14-7
‘〒157

村井正誠 東京都世田谷区中町1-6-12 
〒158

脇田 和 東京都世田谷区代悶4-14-2 
〒155

砂会員名簿

阿部 浩 千代図区外神凹2-18-7
干101 TEL 03・251・1474

相笠昌義 座間市立野台540

武蔵野美大

〒228 TEL 0462 -54 -0279 女子美大

相沢美則 杉並区久我山5-1-22 
〒168 TEL 03・334・9521 文化学院

青山光績 山形市大字七浦497
干990 TEL 山形大

秋元幸成 滋賀県大津市大谷町24・14
〒520 TEL 0775-25-7927 滋賀大学

朝比奈逸人 大阪府箆中市刀根山4・4公務員住宅c・311
〒560 TEL06-853-4269 大阪教育大

有地好登 所沢市上安松221-1
〒359 TEL，0429・44・6538 日大

東谷武美 埼玉県上福岡市駒林436-3
干356 TEL .0492-63-4779 一般

稿閏年行 町田市三輪町1939
干194・01TEL 044・988・3339 岐 阜大

今井治男 金沢市清川町4:10エパーグリーン犀川405号
〒920 TEL 0762・44-5603 金沢大

伊東正悟 松戸市五香六実19-101 造形大

〒270 TEL 0473-86-4340 常業短大

梅津 薫 北海道岩見市志分本町3条6-110志分住宅202-12
干068 TEL 01262-4・1975 北海道教育大

梅津祐司 板橋区蓮沼7・1ハスヌマアパルトマン
干174 TEL 03-965-8918 芸大

梅沢和雄 大富市植竹町1-537
〒330 TEL 0486・66・4238 芸大

奥定一孝 松山市東野立5-1-19
〒790 TEL 愛媛大

小野寛子 昭島市西武蔵野1388
〒196 TEL 0425-43-0891 女子美大
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小作青史 世回谷区羽根木2-32-6 
千159 TEL 03-321-7221 多摩美大

小沼隆一郎 国分寺市本多 ト10骨 21札ノ丘荘102
〒185 TEL 0423-25-5144 武蔵野美大

小山松隆 千葉県習志野市袖ヶ浦2-6-4-506 
〒275 TEL0474-74-6586 日大

大本 嫡 札幌市中央区円山西町491
干064 TEL 011-611・0722 北海道教育大

太田 広 神奈川県横浜市旭区鵠ヶ蜂1-28C-21号
干236 TEL 045-371-2561 名古屋造短大

岡部昌生 札帆郡広島町字西の里379-211 
〒061-11 札幌大谷女子短大

阿部徳三 神奈川県紫野市渋沢158
〒236 TEL 0463 -88 -0743 一般

鎌谷伸一 横浜市金沢区平潟町31-1-814
〒236 TEL 045・781-1872 芸大

神山泰治 那覇市首里石嶺町4-173-11
干903 TEL 0988-85-5814 琉球大

河西万丈 山梨県大月市猿橋殿上483-1
〒40906 TEL 05542-2-6174 都留文化大

河内成幸 多摩市桜ケ丘4・26-33
〒192・02TEL 0423争 71-4687 多摩美大

加蔵れい子 埼玉県狭山市入間JlI4-25-23ハウス2008
〒350・13TEL 0429-53-9174 女子美大

城所祥 八王子市本町35-6 
干192 TEL 0426-22-5857 武蔵野美大

北岡文雄 杉並区和泉2・27-8
干168 TEL 03-328-8361 武蔵野美術学園

清塚紀子 板橋区幸町13-5 
〒173 TEL 03-955-2300 造形大

木村秀樹 大津市比叡平3-10-5 
〒520 嵯峨短大

木村希八 鎌倉市山崎1350-4 
干248 TEL 0467 -45 -2223 一般

久保卓治 小金井市梶野町4-11-1
干184 多摩美大

小林清子 川崎市高津区野川 4090の1野川住宅2の403
〒213 TEL 044-751・0483 女子美大

小林次男 日野市西平山3-6-14 
〒191 東洋美術

小林基輝 目黒区洗足2・25・17
〒152 TEL 03-781-9529 女子美大

粂野憲治郎 愛知県愛知郡長久手町長I枇下権回104-1茜荘14号
〒480-11TEL 05616-2・0978 名古屋造形短大

黒田茂樹 横浜市金沢区六浦町303
干236 TEL 045-781-4715 東洋美術

斎簾寿一 川崎市幸区塚越3-375
〒210 TEL 044-522-2007 和光 大

佐藤逸平 鎌倉市台4・13-12
干247 日大

酒井忠臣 福岡県宗像市回熊1254-35 
〒811-34TEL 09403-7-0728九州産業大学芸術学部

笹本 純 秋田市寺内児桜281・4児桜住宅1-406 
干011 TEL 0188-33-5261 秋田大

坂田和之 静岡県藤枝市若王子会14-10
干426 TEL 0546-43-5921 常業短大

嶋 剛 大津市御陵町1-3別所合同宿舎1011
〒520 滋賀大



砂会員名簿

清水昭八 小金井市梶野町4-16-27 前川 直 岩手県盛岡市茶畑1-1-6グリーンピレ ッジ
〒184 TEL 0423 -83 -3733 武蔵野美大 C-411 〒192-03 岩手大

島田章三 愛知県愛知郡長久手町芸大公舎J号 舞原克典 字山市川田町1548-13
干410-01 TEL 05616-2-0885 愛知芸大 〒524 TEL 07758-3-0028 京都芸大

白木俊之 茨城県桜村吾妻2-815-5 松川幸寛 狛江市宕戸北4・1-1土屋方
干305 TEL 0298-52-0710 筑波大 干201 TEL 03-488-4967 松本短大

園山晴己 世田谷区駒沢2・59-5 松浦昇 岐阜県大垣市上面二丁堤唐

干154 骨量 〒503 大垣女子短大

田村文雄 小平市学圏西町2-12-8 松島順子 大国区回国調布4-29・25
〒187 TEL 0423-43-7282 女子美大 干145 TEL 03-72ト3062 女子美大

武市勝 山口県吉敷郡小郡町大正中1627-2 松本宏 神戸市東灘区渦森台3-19-7
〒754 山口大 〒658 TEL 078-841-7336 神戸大

高橋貴和 宮城県名取市名取ヶ丘5-1-1 丸山浩司 練馬区桜台6-8-13 
干981-12 青空 干176 TEL 03" 992 -4020 芸 大

高山 登 仙台市荒巻字青葉宮城教育大学職員宿舎1-45 馬淵l 聖 神奈川県茅ヶ崎市芹沢2511
〒980 TEL 0222-25-0386 宮城教育大 〒253 TEL 0467-51・1497 骨量

滝沢光広 愛知県ー富市大和町代永1219 皆川孝一 東久留米市神宝町1-8-8
干491 TEL 0586-44-3330 名古屋造形短大 〒180-03 日 大

津地威汎 徳島市中吉野町3-11-3 宮周克人 高知県高知市小津町10-41-532号
〒770 徳島大 干780 高知大

燈野寿蔵 愛媛県伊予市灘町4丁目 宮下登喜雄 府中市新町1-12
〒799-21 市E 〒183 TEL 0423・61-5634 福岡教育大

中林忠良 埼玉県上福岡市駒林437 村上文生 京都市右京区太秦原面影町6-1
〒356 TEL 0492-63-1970 芸 大 干616 嵯峨短大

野沢博行 刈谷市東境町児山79野々山方 望月詩子 西多摩郡五日市町伊奈810-4
干448 愛知教育大 干190-01 TEL 0425-96-1215 骨量

野田哲也 小金井市本町3-14-14 山下哲郎 福岡市東区香住ケ丘2-23帽 11
〒184 TEL 0423-81-9371 芸 大 〒813 九州産業大芸術学部

長谷川光輝 鎌倉市二階堂筋l 山田節子 加古川市平岡町新在家2301
〒248 TEL 0467-25-1459 日 大 干675-01 兵庫女子短大

馬場章 川崎市高津区宮崎ト5-23峰尾ピル8-203 山中 E見 北区田端1-13-23
〒213 TEL 044・855-8217 女子美大 〒114 芸 大

馬場機男 横浜市金沢区富岡町1197-186 山野辺獲雄 町田市広袴443-10
〒236 TEL 045 -772 -1770 造形大 干194-10TEL 0427-34・5117 東海大

萩原英雄 中野区上高田5-33・8 山本文彦 茨城県新治郡桜村天久保芸術専門学郡内

干164 TEL 03-386-0192 学芸大 〒300・31 筑波大

橋本文良 京都市北区紫竹西北町33-12 山本富章 愛知県愛知郡長久手町岩作三ヶ峰1・1芸大第3住宅3-5
〒603 京都精華大 干480酢 11TEL 05616-2-7526 愛知芸大

浜酉勝則 泰野市千村742-l5l-508 吉田 東 福岡市南区大字塩原226
〒259-13TEL 0463-87-3779 東海大 干815 TEL 092-541-1431 九州芸工大

原 健 世田谷区野沢3-13・12 吉原英雄 大阪府高槻市塚原6-18-14
干154 TEL 03-421-2980 造形・日大 干569 TEL 0726-96-2286 京都芸大

平川晋吾 宇都宮市峰町350 吉田穂高 三鷹市井ノ頭ト13-40 
干150 宇都宮大 〒181 TEL 0422-44-3923 女子美大

広畑正剛 世田谷区赤堤3-5-2 吉本 弘 愛知県愛知郡日進町岩崎元井ゲ17-97 
〒156 TEL 03 -324 -0532 玉 川大 〒470-01TEL 05617・2-3565 愛知芸大

深沢幸雄 千葉市鶴舞308 若生秀ニ 日野市旭ケ丘1-20・19泰山荘C-201
〒290-04 TEL 043-688-2034 多摩美大 〒191 造形大

楠岡奉彦 狭山市入間川 4-25-23ハウス2006 武蔵野美大 渡辺違正 調布市上石原子20-1箕輪コーポ201号
〒350・13TEL 0429・53・7027 女子美大 干182 TEL 0424-87-9476 多摩美大

吹田文明 世田谷区砧3-33-4 渡辺満 相模原市橋本5-25-5 
〒157 TEL03・417-7123 多摩美大 干229 多摩美大

深草庚平 佐賀市本庄町西寺小路884-3 渡辺明信 文京区向ケ丘1-2-5
〒840 TEL 0952-24・5191 佐賀大 干113 TEL03・813・9050 文化学院

細国政事量 世田谷区祖師ヶ谷3-39-8 彦修平 般

〒157 TEL 03-482・3052 女子美大

堀井英男 八王子市宇津木町940-79
〒192 TEL 0426・45・3756 tlU 形
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砂賛助会員名簿

新日本造形 中野区新井1・42・8
干165 TEL 03-389-1221 

サクラクレ/，ス 千代田区神図三崎町3-1-16
〒101 TEL 03-263-4221 

千代田区神田三崎町3-1-16
1 1.... {スビル門事ーベ1¥.1ヌーベルセンター

干101 TEL 03-262-4221 

大阪フォルム画廊 中央区銀座6-3-2ギャラリーセンターピル5階
干104 TEL 03-571-0833 

日本版画保存会 川崎市多摩区登戸3460吉沢英哲方
干214 TEL 044・911・9041

渡辺木版美術画舗 中央区銀座8ーか19
〒104 TEL 03・571-4684 

山田商会 中央区八重洲5・5
干104 TEL 03-281-1667・8538

レッドランタン版画舗 京都市東山区新門前通りf中之町236
〒605 TEL 075-561-6314 

萩原市蔵高庖 千代田区神困紺屋町43
干101 TEL 03-256-3591 

芸大薗翠 台東区上野公園12・8東京芸術大学内
干100 TEL 03-821-7056 

光村図書 出版 品川区上大崎2-19-9 
干141 TEL 03-493-2111 

ペンテル 千代田区東神田2-1・6
干101 TEL 03・866-6161 

Wレチフワレアートセンター 港区芝浦4-6-4乃村工芸社
(乃村工芸) 干108 TEL 03-455-1171 

ギャラリーカプセル 中央区銀座8-16-10B401堀江強志
干104 TEL 03-541-4676 

ぴけん(本底) 世田谷区尾山台3-33-5 
干158 TEL 03-702-2118 

縄原商唐 渋谷区上原2-33-8
干151 TEL03-466-6117 

文 房 堂 千代田区神田神保町1-21 
干101 TEL 03-291-3441 

日動画廊 中央区銀座5-3・16
干104 TEL 03-571-2553 

画荘ヴィナス 新宿区西新宿1-15-13併ピル内
〒160 TEL 03・346-2728

画 ~ 堂 京都市下京区河原町五条上ル
〒600 TEL 075-791-6131 

クラタ商庖 大阪市鶴見区茨回諸口町1118
干538 TEL 06-911-6561 

酒井民雄 大垣市郭町3丁目酒井書庖
〒503

菊田商唐 文京区本駒込3・8・2
〒113 TEL 03-821・7131

横田嘉雄 横浜市旭区金ガ谷781-13
干241

武蔵野美術学園 武蔵野市吉祥寺東町3・3・7
〒180 TEL 0422・22・8171

シロタ画廊 中央区銀座7-10-8高橋ピル地下1階
〒104 TEL 03・572・7971-2 

聾清堂画廊 中央区銀座5・5-15
〒104 TEL 03-571・2471

阿部出版版画芸術 目黒区上目黒4-30-12 
〒153

日本オリビエ 港区赤坂1・1・2フランス銀行ビル内
〒107 TEL 03・582・0871 (順不同)
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砂編集後記

今回は編集のベテラン回村文雄氏からバトンタ

ッチ、若輩四人が迷って作った結果こんな形にな

りました。

次回から京都芸大に編集局を移すことになり、

吉原英雄氏、舞原克典氏のご活躍が期待されます。

会報七号に掲載されました梅沢和雄氏のベルソ

ーに関する記事にヒントを得て電動ベルソーの改

良考案を進めておられました深沢幸雄氏の研究成

果を中心テーマにすえ、銅版画に関する記事を編

集の骨子としました。

会報執筆を会員以外の方にも依頼し、新風を送り

込もうという企画第一段として吉田克朗氏に写真

製版法の執筆をお願い致しました。

原稿依頼、アンケート等に心良〈ご協力下さい

ました諸先生方に厚くお礼申し上げます。

(編集スタ ッフ)



大学版画研究会会報第9号 1982年2月

編集スタッフ 福岡奉彦/馬場章/伊東正'1苦/

発行

Eon 刷

小林基輝

大学版画研究会

有限会社西 川






